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「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
と
呼
ば
れ
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ(

少
数
者
）
に
つ
い
て
き
か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
性
の
あ
り
方
が
存
在
す
る
こ
と
を
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
、
誰
も
が
自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
を
認
め
あ
え
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　文部科学省は「性同一性障害に係る対応に関する状況調査」を実施し、結果を公表しています。
約２割の子どもは、他の子どもに自分が性同一性障害であることを知らせた上で学校生活を過
ごす一方、約６割の子どもは、基本的に他の子どもなどに知らせていないことなどの実態が明ら
かになりました。
　また、学校生活での支援の参考とすべき実例が、（表１）のように示されています。

　貝塚市の全小中学校でも、どのクラスにも当事者がいる
かもしれないと考え、すべての子どもたちが居心地よく過
ごすことができるよう配慮し、いつでも相談できる体制を
整えています。保健体育の時間などで、すべての学校で性的
マイノリティについて学習しており、当事者を招いて講演
を実施している学校もあります。
　西小学校６年生では、自分のもちあじについて考えるこ
とから、さまざまな性のあり方があ
ることなどを学習し、自分自身に何
ができるか考えました。性的マイノ
リティへの偏見をなくすとともに、
一人ひとりのもちあじを認め合える
関係づくりにつながっています。
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こ
れ
と
は
違
う
性
の
あ
り
方
を

も
つ
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の

理
解
が
十
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
に
対
す
る

偏
見
や
差
別
が
あ
り
、
職
場
や

学
校
な
ど
で
生
き
づ
ら
さ
を
抱

え
て
い
る
人
々
が
い
ま
す
。

　

性
の
あ
り
方
は
多
様
で
人
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
多
数
派

と
さ
れ
る
人
々
で
も
実
際
は
一

人
ひ
と
り
様
々
で
す
。
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
を
理
解
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
「
普
通
の
人
」
が

「
普
通
で
は
な
い
人
」
を
理
解

す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
普

通
だ
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
様

な
人
々
の
一
人
な
の
だ
と
い
う

認
識
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
、
Ｌ
は
レ

ズ
ビ
ア
ン(

同
性
を
好
き
に
な

る
女
性)

、
Ｇ
は
ゲ
イ(

同
性
を

好
き
に
な
る
男
性)

、
Ｂ
は
バ

イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル(

異
性
を
好

き
に
な
る
こ
と
も
あ
れ
ば
同
性

を
好
き
に
な
る
こ
と
も
あ
る

人)

、
Ｔ
は
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー(

生
ま
れ
た
時
の
性
別
と

は
異
な
る
性
別
で
生
き
る
人
、

生
き
た
い
と
望
む
人)

の
こ
と

で
す
が
、
実
際
は
Ｌ
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Ｂ
Ｔ
以

外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
性
の
あ
り

方
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
現
状
で
は
、
生
ま
れ

た
時
の
性
別
と
自
分
の
思
う
性

別
が
一
致
し
て
い
て
、
異
性
を

恋
愛
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
当

た
り
前
と
い
う
意
識
が
強
く
、

　昨年７月に弁護士の仲岡
しゅんさんを迎え、性的マ
イノリティをテーマに学習
会を開催しました。
　仲岡さんは、戸籍上の性
別は男性ですが、女性弁護
士として活動しているトラ
ンスジェンダーです。LGBT
のほか、障害者や在日外国
人、被差別部落の人たちと
関わる中で、マイノリティ

を支援したいと考え弁護士を志したそうです。
　仲岡さんは、学校生活や就労など社会のあらゆる
場面で不当なジェンダーバイアス(※)が存在してい
ることが、性的マイノリティにとっては孤立や自己
否定の原因になると指摘します。また、他のマイノ
リティと異なり、性的マイノリティの場合は家族の
理解を得るのが難しく、深刻な事態につながりやす
いといいます。
　性的マイノリティの問題は、「一部の特別な人た
ち」の問題ではなく、「女はこうあるべき」「男は
こうあるべき」といった価値観からくる生きづらさ
の延長線上にある
問題でもあると指
摘します。単に
「みんなちがっ
て、みんないい」
というだけでな
く、「結婚して家
を継ぐのが当たり
前」、「子どもが
産めないのは非生産的」、「他人事としてはいいが
身内にいるのは困る」といった他の差別とも共通す
る構図が、その人のあり方を阻害している原因では
ないかと問いかけられました。
※ジェンダーバイアス：男女の役割について固定的
な観念を持つこと
　
問合せ先　ひと・ふれあいセンター
　　　　　☎072－422－7523

性とは？自分らしさとは？

今日からできるサポート～アライになりませんか～
◆アライ(ALLY)＝「味方」「支援者」「仲間」の意。
◆「アライ」として今日からできること
・周囲に当事者がいることを意識して、使う単語を変
える。
・無意識の偏見に気づく＆なくす(彼氏・彼女→「恋
人・好きな人。パートナー」、男らしい・女らしい→
「自分らしい」)
・性に対する自覚は変わったり揺らいだりすることも
ある。早急に決めつけたり解決に走ったりしない。そ
の人がどう考え、何を望んでいるのか、本人の気持ち
に寄り添い、時間をかけてじっくり本人と話し合う。
カミングアウトしてもらったら
◆まずは、「話してくれてありがとう」
・話は途中で遮らず、最後まで聞く。
・セクシュアリティを決めつけない。
・伝えてくれた理由や何に困っているのかを聞く。
◆理解者(当事者・アライ)とつながれるための情報を
提供する。
◆許可なく第三者に絶対話さない。誰に話している
か、誰に話してもいいかは必ず本人に確認する。

人権相談窓口(祝日・年末年始は休み)

貝塚市人権相談　☎072-433-7160
月～金曜午前８時45分～午後５時
大阪府人権相談　☎06-6581-8634
月～金曜午前９時30分～午後５時
30分、火曜午後５時30分～８時
第４日曜午前９時30分～午後５時
30分　
全国共通人権相談ダイアル
☎0570-003-110、月～金曜　午前
8時30分～午後5時15分

学校教育における「自分らしく生きる」ための学習

　「ただいまっ！」
と、元気よく帰って
くる子どもたち。こ
れは、ハート交流館
のＥメイツの子ども
たちです。
　ハート交流館では
社会教育事業とし
て、市内各小学校１
～３年生までの児童(Ｅメイツ)を募集し、学校下校
後、年間活動カリキュラムの下に、日々取組みを進め
ています。
　その目的は、集団としていろいろな活動を通して、
仲間づくりや社会規範を習得し、社会性・協調性など
様々な力を身につけることです。活動の根本になるも
のは個性の尊重です。いろいろな活動の中で互いを認
め合うことになります。
　毎月行っている「お誕生日会」では、「おめでとう
ございます」のメッセージと共に、ダンスや歌、得意
技をプレゼントとして披露する子どもたちがいます。
お祝いをされた子どもたちは、自然と笑みが浮かびま
す。「こま・けん玉大会」や「ぬり絵大会」などで
は、一人ひとりのがんばりをみんなで見つめ、勝敗に
かかわらず拍手が起こります。
　このように、個性を受け止め個性を認める活動が、
日々Ｅメイツで行われています。

問合せ先　青少年人権教育交流館(ハート交流館)
　　　　　☎072－432－5959

みんな、見つめているよ！

服　装

更衣室

トイレ

項　目
自認する性別の制服・衣服や、体操着の着用を認める

保健室・多目的トイレなどの利用を認める

職員トイレ・多目的トイレの利用を認める

校内文書（通知表を含む）を児童生徒が希望する呼称で記す
自認する性別として名簿上扱う

１人部屋の使用を認める。入浴時間をずらす修学旅行など

学校における支援の実例

自分や友だちのもちあじについて、考えよう

いろいろな性について、考えよう

（表１）「性同一性障害に係る児童生徒に対するきめ細かな対応の実施等について」
（平成27年４月 30日文部科学省児童生徒課長通知）の別紙より抜粋

問合せ先　学校教育課☎072－433－7113

めあて

LGBT の人の思いを知り、自分にできることを考えよう

カミングアウトについて、考えよう

西小学校の授業の様子（「もちあじはたからもの～性の多様性を知ろう～」の実践）
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ともに生きる


